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○はしがき／お願いとお断わり 

 このたびは、液体用超音波流量計 TRA をお買い上げいただきましてありがとうございます。

本器を、正しく安全にお使いいただき、事故を未然に防ぐため、この取扱説明書を必ずお読み

下さい。 

お願い 

 この取扱説明書は本器をお取扱いになる方のお手元へ確実に渡るよう手配して下さい。 

 この取扱説明書は保守の際にも必要です。本器を破棄するまで大切に保管して下さい。 

お断わり 

 １．本書の記載内容は、お断わりなく変更する場合がございますので、ご了承下さい。 

 ２．本書の内容についてのお問い合わせ等ございましたら、最寄りの当社支店・営業所まで

ご連絡下さい。 

 

○製品概要 

 本流量計は液体用の超音波式流量計で、上水・工水・純水・海水（塩分濃度 3.5±0.5％）の

流量計測が可能です。配管へは、フランジで挟み込んで設置します。 



 

 

2 

○重要なお知らせ 

 本器を安全にお使いいただくため、また故障や思わぬ事態にならないため、 

注意する事項を次の記号で表しています。 

 

警告表示の構成 

 

危険 

この表示の記載内容を無視して誤った取扱をすると、死亡または重傷を負う危険

が切迫して生じることが想定される内容を示しています。 

 

警告 

この表示の記載内容を無視して誤った取扱をすると、人が死亡または重傷を負う

危険性が想定される内容を示しています。 

 

注意 

この表示の記載内容を無視して誤った取扱をすると、人が傷害を負う危険性が想

定されるか又は、物的損害（製品の故障等）が想定される内容を示しています。 

 記号は、取り扱いを誤ると、事故につながる可能性があることを示します。 

 記号は、禁止の行為を示します。 

 記号は、必ず守っていただきたいことがらを示します。 

 

 

○安全に正しくお使いいただくために 

ご使用上の注意 

 

 

危険 

１．原子力・鉄道・航空・車両・娯楽遊具など安全性が要求される用途へは使用

しないで下さい。 

２．製品の改造をしないで下さい。 

３．サニタリー仕様ではないため、食品・飲料・医療用薬液などには使用しない

で下さい。 

４．防爆仕様ではないため、可燃性のガス等の雰囲気では使用しないで下さい。 

使用環境・対象流体 

 

 

注意 

１．本流量計は上水、工水、純水、海水以外の流体には使用しないでください。 

２．流体が凍結する恐れがある箇所や６０℃を超える場所には、絶対に設置しな

いで下さい。 

３．５０℃を超える流体には使用しないで下さい。 

４．圧力範囲（１ＭＰａ以下）を守って使用して下さい。 

５．本流量計は、完全防水構造ではありません（ＩＰＸ４相当）。水没する恐れ

のある場所に設置しないで下さい。 

６．腐食性ガス（塩素、硫化水素等）のある場所に設置しないで下さい。腐食に

より内部の電子部品等の故障につながります。 

７．極力ノイズ源から離して設置して下さい。やむを得ず、ノイズ源周辺に設置

する場合は、外部接続ケーブルのシールドを接地して下さい。 

８．直射日光にさらされる場合には、日よけの設置を推奨します。 

運用上のご注意 

 

 

注意 

１．本流量計は、計量法で定められた特定計量器ではありません。 

２．バルブの開閉時は一気にバルブを操作せず、ゆっくり開閉して下さい。 
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配管について 

 

 

警告 

１．本流量計を足場にしたり上に乗らないで下さい。 

２．本流量計の表示部を持たないで下さい。 

 

 

注意 

１．本流量計を足場となる場所にとりつけないで下さい。 

２．エアーの混入する場所では、使用しないで下さい。エアー溜まりとなりや

すい箇所（配管立ち下がりの上流側など）には設置しないで下さい。また、

設置後運用を開始する前には十分にエアー抜きを行って下さい。 

水平向きに設置する際は、表示部を上又は下向きとすることをお勧めしま

す。横向きはエアーや異物混入による計測異常の原因になります。 

３．流れを乱す流量調整バルブ等は、本流量計の下流側に取り付けて下さい。 

４．ウォーターハンマーなど衝撃圧を受ける配管系には、設置しないで下さい。 

５．新しい配管の場合は、十分に洗管をした後に設置して下さい。 

尚、硬質ＰＶＣ（本体ケース）に悪影響を及ぼす下記薬品等は使用及び接触

させないで下さい。 

◇芳香族炭化水素（ベンゼン、トルエン等） 

◇塩素化炭化水素（クロロホルム、シクロヘキサノン等） 

◇ケトン類（アセトン、メチルエチルケトン等） 

◇フェノール（クレゾール、ナフトール等） 

市販製品としては、下記のようなものがあります。 

◆ねじ接合用シール剤（有機溶剤入りの製品）、◆発泡ウレタン、 

◆コーキング材（有機溶剤、可塑剤入り）、◆接着剤（多量に接着した時）、 

◆クレオソート（木材防腐剤）、◆土壌くん蒸剤（土壌消毒）、 

◆コールタール（防水工事に使用）、◆塗料用シンナー、◆白蟻駆除剤、 

◆殺虫剤、◆ガソリン・灯油類 

６．配管の際にはＮＢＲ及びＥＰＤＭ等のゴム部品を膨潤させるオイル等の混

入がないように取り扱って下さい。 

７．設置後、強い圧縮力・引っ張り力等の荷重が掛かる場所には設置しないで

下さい。 

８．本体に指示されている流れ方向に設置し、配管して下さい。 

９．前後接続配管は、端面にネジ加工時のバリ等がないようにして下さい。 

１０．落としたり、打ち当てたり、過大な衝撃を加えないで下さい。また、取り

扱いの際は表示部を持たず、本体を持って取り扱って下さい。 

１１．本体の端面に傷がつくと漏れの原因となります。端面（シール面）を下向

きにして置かないで下さい。 

１２．配管時は付属のガスケットを必ず使用して下さい。 

１３．配管への締め付けトルクは次の値とし、過大なトルクを掛けないで下さい。

（本体はＰＶＣ製のため締め過ぎ・片締めは計測異常や破損の原因になります。） 

 

 

 

 

ＴＲＡ４０ ：２０Ｎｍ以下  ＴＲＡ５０ ：２５Ｎｍ以下 

ＴＲＡ８０ ：３０Ｎｍ以下  ＴＲＡ１００：３０Ｎｍ以下 
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配線について 

 

 

危険 

１．配線時には、この取扱説明書の指示に従って配線を行って下さい。 

２．定格範囲内で使用して下さい。 

許容値を超える電圧では使用しないで下さい。 

 

 

注意 

１．電源線・動力線などと一緒に配線しないで下さい。 

２．受信計器は、他から電気的にアイソレートすることを推奨します。 

３．内蔵電池仕様で電流出力をご利用される場合は、電源（24VDC±10％）が別

途必要になります。但し、表示機が 24Vを出力する機器の場合は不要です。 

４．筐体（金属配管）と電源の GNDが導通した場合は、正しく電流が出力されな

くなりますので、筐体（金属配管）と電源のグランドは絶縁して下さい。筐

体と電子回路の信号グランド（ＳＧ）は導通しているため、筐体と金属配管

が導通した場合、正規の電流ループの他に意図しない電流ループを形成して

しまい、正しく電流が出力されない事象が発生する可能性があります。流量

計と金属ボルトの絶縁をするために、芯出しカラーを必ずご使用ください。 

５．ケーブルには無理な引っ張り力をかけないで下さい。 

６．配線工事途中などに外部接続ケーブル先端が水に浸からないようにして下さ

い。 

７．外部接続ケーブルの電源線を外部電源に接続する際、短絡しないよう注意し

て下さい。外部電源は、短絡保護機能を有する電源を使用して下さい。 

８．配線作業は、必ず外部電源の供給を停止した状態で行って下さい。 

９．濡れた手で操作および配線作業はしないで下さい。 

 

保管について 

 

 

注意 

１．火気、直射日光の当たらない場所に保管して下さい。 

２．周囲に可燃物、引火性物質、発熱体を置かないで下さい。  

３．本流量計は、高温・多湿を避けた場所及び結露しない場所で保管して下さい。 

 

分解・点検について 

 

 

注意 

１．本流量計を分解しないで下さい。 

２．流れがある時は、正常であればパイロットが点滅します。点滅しない場合は、

最寄りの当社支店または営業所までお知らせ下さい。 

 

廃却について 

 

 

警告 

１．本流量計は、リチウム電池が内蔵されていますので、一般の廃棄ルートには

絶対に捨てないで下さい。[内蔵電池仕様] 

２．本流量計を火中へ絶対に投入しないで下さい。発火や破裂のおそれがありま

す。[内蔵電池仕様] 
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１．はじめに 

 1－1．梱包内容のご確認 

 当社製品が届きましたら、以下の内容が入っていることをご確認ください。 

名称 個数 備考 

超音波流量計 1 個  

付属品 

芯出しカラー 4 個 使用については P.10、P.11 をご覧ください。 

六角棒スパナ 1 個 
表示部の向きを変更する際のセットビスおよび中央背面

ボタン（SW3）を押すときに使用。 

ガスケット（NBR 又は 

EPDM 油禁処理仕様品） 
2 枚 

 

取扱説明書（本書） 1 冊  

オプション 

取り付けセット 

（ボルト・ナット・平座金） 
1 式 

内容物 

口径別 
通しボルト 平座金 六角ナット 

40A、 50A 4 本  8 個  8 個 

80A、100A 8 本 16 個 16 個 

外部接続ケーブル 1 個 ケーブル長：5m 又は 20m  

 

付属品 

 

 

   又は 

 

 

オプション品 

 

 

 

 

 

 1－2．各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流量計 芯出しカラー 

外部接続ケーブル 

取扱説明書 ガスケット（NBR 又は EPDM 油禁処理仕様品） 

取り付けセット 

六角棒スパナ 

表示部 

本体 

設定ボタン 

外部出力 

コネクタ 

セットビス 
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２．仕様 

型式 
外部電源仕様 TRA40G TRA50G, TRA80G TRA100G 

内蔵電池仕様 TRA40T TRA50T, TRA80T TRA100T 

口    径 40A 50A 80A 100A 

電     源 
① 外部電源仕様： 24VDC±10%（外部接続ケーブルを使用してコネクタから給電） 

② 内蔵電池仕様： 内蔵リチウム電池 電池寿命 10 年（環境温度 20℃の場合） 

対 象 流 体 
上水、工水、純水、海水（塩分濃度 3.5±0.5％） 

（超音波の伝播を阻害するエアー、固形物の混入なきこと） 

最大使用圧力 1MPa 

流 量 範 囲 0.6～30 ㎥/h 1～50 ㎥/h 2～100 ㎥/h 4～200 ㎥/h 

精度 
±2%RS 3～30 ㎥/h 5～50 ㎥/h 10～100 ㎥/h 20～200 ㎥/h 

±5%RS 0.6～3 ㎥/h 1～5 ㎥/h 2～10 ㎥/h 4～20 ㎥/h 

ローフローカットオフ 0.12 ㎥/h 0.2 ㎥/h 0.4 ㎥/h 0.8 ㎥/h 

圧 力 損 失 極小（直管と同等） 

流 体 温 度 0～＋50 ℃（凍結しないこと） 

表 

示 

*1) 
積算流量 00000000.00 ㎥ 10 桁（上位桁のゼロを表示する） 

トリップ積算 ﾄ 0000000.00 ㎥  9 桁（上位桁のゼロを表示しない） 

*1) 
瞬時流量 000.0 ㎥/h 4 桁 

温  度 00.0 ℃ 3 桁 

逆  流 N 点滅：逆流時または逆流を開始した積算値に戻るまで点滅する。 

警  報 

ALARM1 点滅：エアーや異物の混入により、一時的に計測できない場合 
ALARM1 点灯：乾水状態、超音波信号が小さい、または受信できない場合 
ALARM2 点滅：通信線が短絡した場合 
ALARM2 点灯：電池電圧が低下した場合[内蔵電池型] 
サブ表示部点滅：温度値が異常を示した場合 

出 
力 

アナログ 
電流出力 

出力形式：4～20 mA*2)  吐き出し方式（外部電源仕様の場合） 
2 線式（内蔵電池仕様の場合） 

電源電圧：24VDC±10%   外部負荷：400Ω以下 

電流出力は以下２項をボタンにより切替選択*1) 

①瞬時流量、②温度 

瞬時
流量 

出力電流下限  4mA  （逆流～ローフローカットオフ） 
出力電流上限 22mA  （22mA でクリップ） 
出力精度 ±0.1mA  （流量測定精度を除く） 
フルスケール流量：ボタンで設定*3) 

温度 
出力方式 4mA：0℃、20mA：+50℃（設定変更不可） 
出力電流下限 4mA  （4mA でクリップ） 
出力電流上限 22mA  （22mA でクリップ） 

接点出力 

出力形式：オープンドレイン出力（２系統） 
最大定格電圧：24VDC＋10%  最大定格電流：10mA 
ON 時飽和電圧：1V 以下    OFF 時電流：50µA 以下 

出力① 
単位パルス出力（10L/P､100L/P､1m3/P の 3 つから 1 つを選択） 
デューティ ：35～65% 

出力② 上下限警報出力 又は 電文出力 のどちらか一方を選択 
配 管 接 続 ウェハ（JIS10K フランジによる挟み込み） 
取り付け姿勢  水平（表示部は上又は下向き）、垂直 
接 液 材 質 本体ケース：PVC、O リング：EPDM、ガスケット：NBR（又は EPDM） 
質     量 1.5ｋｇ 1.7ｋｇ 2.5ｋｇ 3.2ｋｇ 

設 置 場 所 
屋内、屋外（IPX4 対応） 

（ 直射日光に晒される場合は、日よけを設置することを推奨します） 
設 置 温 度 －10～＋60℃ 結露なきこと 

*1)表示部裏側のボタンにより切替。（P.12 参照） 

*2)内蔵電池仕様の場合は別途電源（24VDC±10％）が必要です。 

消費電力： 1.1W 以下、消費電流： 40mA MAX 

*3)フルスケール流量の工場出荷時設定は表６－1（P.14）を参照。 
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３．外形図 

 

単位：ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

寸  法 W D H 

TRA40(G,T) 123 84 174 

TRA50(G,T) 133 99 189 

TRA80(G,T) 153 130 220 

TRA100(G,T) 173 155 244 
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４．設置の要領 

 

 

 

１）流量計設置前の確認事項 

流量計設置前に次の各項目の内容をご確認ください。 

①流量計の設定操作(P.12～)および表示部の向きの変更(下記)は、高所やピット内等、設

置後の操作が難しい場所へ取り付ける場合には、設置前に行うことをお勧めします。 

②本流量計は屋内、屋外取り付け共に可能で、かつ水平配管、垂直配管取り付け共に可

能です。直管部の途中に流体の流れ方向と本体の矢印を合わせて取り付けて下さい。 

また、同様な配管へ水平設置する場合は、表示部が上又は下向きになるように設置し

て下さい。 

③新しい配管の場合は、充分に洗浄をした後に、設置してください。 

④本流量計は、配管状況に合わせて充分な直管長を流量計の上下流に設けることを推奨

します。（直管部長さについて、P.9 参照） 

⑤以下のような状況での設置は避けて下さい。 

・本流量計は完全防水構造ではありません。（IPX4 相当）水没する恐れのある場所に

は設置しないでください。 

・腐食性ガス（塩素、硫化水素等）のある場所に設置しないでください。内部の電子

部品等の故障につながります。 

・ノイズ源の近傍には極力設置しないでください。やむを得ず、ノイズ源周辺に設置

する場合は、外部接続ケーブルのシールドを接地してください。 

・管内にエアーが滞留または混入するような場所への取り付けは避けて下さい。 

万一、エアー混入により表示不良となった場合、本流量計を乾水状態にして下さい。 

または、一旦電源をお切り下さい（外部電源仕様のみ）。通常の計測状態に戻ります。 

・ウォーターハンマーなど、衝撃圧の加わる配管系には、設置しないでください。 

・設置後、強い圧縮力、引っ張り力等の荷重がかかる場所には設置しないでください。 

・本流量計を、足場となるような場所に取り付けないでください。 

⑥直射日光に晒される場所への設置の際は、日除けの設置を推奨します。 

⑦表示部の向きは、回転させて変更するこ

とができます。表示部下の首部にあるセ

ットビスを付属品の六角棒スパナで一

旦緩めた後、表示部を 90°ごとに回転さ

せて下さい。ご希望の位置でセットビス

を締め付けて、必ず表示部を固定して下

さい。 

 

本体は、硬質塩化ビニル樹脂製です。過大な荷重が加わる

と、破損による流体の漏れにつながる恐れがあります。 

表示部は出荷状態から時計方向に 90° 

反時計方向に 180°回すことができます。 

注）回転方向以外に力を加えないでください。 

注意 

流量計設置時の注意事項に関しては、配管について(P.3)も併せてご確認ください。 

流れ方向 

出荷状態 

90° 

90° 

90° 
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２）直管部長さについて 

本流量計は、配管状況に合わせて下図で示すような直管部長さを推奨します。 

参考規格：日本電気計測器工業会規格 

「超音波流量計による流量測定方法（JEMIS 032-1987）」 

 

（D は配管の呼び口径） 

流量計 

上流側弁で流量調節をする場合 下流側弁で流量調節をする場合 

上流側直管長 下流側直管長 区分 

90° 

ベント 

ティー 

拡大管 

縮小管 

各種弁 

ポンプ 

P 

逆止弁 

仕切弁 
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３）流量計設置時の注意事項 

流量計設置前の確認事項(P.8～)をご確認の上、設置して下さい。 

①本流量計設置の際は、低い面圧で確実にシールができる付属のゴム製ガスケットを必

ず使用して下さい。 

注）ジョイントシート製ガスケットは、高い面圧を必要としますので、使用しないで

下さい。 

②本流量計を設置する管路途中には伸縮管やフレキシブル管等を設置して温度変化や配

管工事による配管の変位が流量計に加わらないようにして下さい。 

③流量計を挟み込むフランジは、平行であることを確認して下さい。 

注）フランジ間距離の最大値と最小値の差が 0.5mm 以内を確認して下さい。 

 

④流量計を設置する配管においては、配管の自重による荷重負荷が流量計に加わらない

ようにして下さい。 

 

水平配管の場合 

 

垂直配管の場合 

 

⑤配管時に、NBR 及び EPDM 等のゴム部品を膨潤させるオイル等や、溶接チップやゴ

ミやシール剤などの異物が入らないように注意して下さい。 

⑥本流量計は、器差性能の低下を避けるため、流量計の中心軸と取り付け配管の中心軸

が合うように取り付けて下さい。次ページの図に示すように、付属品の芯出しカラー

を付属品のガスケットおよびフランジの穴に挿入して下さい。流量計を芯出しカラー

に当てることにより、配管との中心軸を合わせることができます。ただし、配管の芯

ズレ等により上下流両側への芯出しカラーの設置が困難な場合は、上流側のみ設置し

て下さい。 
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⑦本体を JIS10K フランジ間に配置し、M16 の寸切ボルト等で挟み込んで固定して下さ

い。全部のボルトを軽く締め、芯ズレと表示部の傾きがないことを確認して下さい。

芯ズレの修正に際しては、本体に過大な力が加わらないようにして下さい。 

注）取付時にガスケットが配管内にはみ出ないように注意して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ズレの修正が終わりましたら、片締めにならないように、対角線上のナットを順に均

等な力で締めて下さい。ガスケットがつぶれ、本体とフランジが均等に当たるまで締

め付けて下さい。 

１

４

３

２

１

４

３

２
 

⑨配管への締め付けトルクは次の値以下とし、過大なトルクを掛けないで下さい。 

注１）均一な面圧を得るために、締め付けトルクを４～５回に分けて、徐々に締め付

けて下さい。 

注２）締め付けトルク以下でも一気に締め付けると、片締めになり破損や漏れの原因

となります。 

 

４）設置後のメンテナンス 

①本流量計の計測部に異物が付着して表示不良となった場合は、配管から取り外した後

に綺麗な水で管内全体を充分にすすいで下さい。ウエス・柔らかいスポンジ等に水分

を充分浸し、中性洗剤を使用して管内面全体を清掃した後、洗剤を洗い流して下さい。 

②計測モード中に、正しく計測が行われない場合の警告表示については、「１０．警報表

示」（P.19）をご確認ください。また、エラー発生時の対処法については、「１３．困

ったときに」（P.21）をご確認ください。 

ＴＲA４０ ：２０Ｎｍ以下  ＴＲA５０ ：２５Ｎｍ以下 

ＴＲA８０ ：３０Ｎｍ以下  ＴＲA１００：３０Ｎｍ以下 
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５．表示部の操作要領 

表示面裏側

 

１）計測開始 

内蔵電池の消耗を防ぐため、工場出荷時に計測動作を休止させています（保存モード）。 

開梱すると保存モードであることを示す「------」が表示されています。左側及び右側背面 

ボタンを同時に押し続けると、ＬＣＤ表示が全点灯し計測を開始します。（計測モード） 

 

２）操作説明 

①通常（計測モード）はメイン表示部（上段）に積算流量、サブ表示部（下段）に瞬時

流量が表示されます。 

②表示部の背面にある３つのボタンスイッチにより現地での各種個別設定ができます。 

③「SW1」、「SW2」、「SW3」の配置は、上図を参照してください。 

④「７．設定変更手順」(P.16)のボタン操作を行うことにより、各種モードへ移行・設

定ができます。 

⑤瞬時流量がローフローカットオフより大きいと表示部液晶左下■のパイロットが

1Hz で点滅します。 

⑥逆流計測している時は、メイン表示右上「m3」の左に「N」が点滅表示されます。逆

流を開始した積算値に戻るまで「N」は点滅され続けます。また、逆流時（「N」点滅）

は流量出力（アナログ、パルス）されません。 

 

３）各モードにおける機能 

3-1）計測モード 

◇メイン表示部（上段） 

積算流量⇔トリップ積算の表示切替：左側背面ボタン「SW1」操作 

① 積算流量が表示されている状態で「SW1」を押すとトリップ積算を開始します。 

② トリップ積算表示中に左側背面ボタン[SW1]と右側背面ボタン[SW2]を同時に押す

とトリップ積算値をゼロクリアします。 

③ トリップ積算流量が 9999999.99 からオーバーフローした際には、ゼロサプレスなし

の 0000000.00 表示となり、継続して積算動作を行います。 

④ トリップ積算表示されている状態で「SW1」を押すと元の積算流量表示に戻ります。 
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◇サブ表示部（下段） 

瞬時流量⇔温度の表示切替：右側背面ボタン「SW2」操作 

① 瞬時流量が表示されている状態で「SW2」を押すと温度を表示します。 

② 温度が表示されている状態で「SW2」を押すと元の瞬時流量を表示します。 

 

3-2）テスト機能 

テスト機能では、ローフローカットオフが一時的に解除され、微少流量の計測が可能と

なります。テスト機能は、流れが無い状態で行ってください。 

① 計測モード中に「SW2」を 3 秒以上押すとテスト機能へ移行します。 

（テスト機能中は、サブ表示部の単位が 0.5 秒間隔で点滅します。） 

② テスト機能時間は、3 分・60 分・無制限の 3 種を設定モードにて選択することがで

き、設定した時間が経過すると自動的にテスト機能が停止します。また、テスト機能

中に、もう一度「SW2」を 3 秒以上押すとテスト機能が停止します。 

③ テスト機能中の瞬時流量表示値は、小数点以下２桁目は四捨五入して表示します。 

例) 表示： 0.0[m3/h]→ 0~0.04[m3/h] 

表示：－0.0[m3/h]→－0.04~0[m3/h] 

④ 瞬時流量表示値が(+)0.1 以上の流量値または、パイロットランプが点滅している場

合は、下流側での漏れの*可能性があります。 

⑤ 瞬時流量表示に「－（マイナス）」が表示されているときは、上流側での漏れの*可

能性があります。 

＊可能性：表示値にはゼロ流量のオフセットおよび内部の対流等が含まれるため、

あくまで可能性を示すものです。 

 

3-3）設定モード 

①「SW3」を押すと、設定モードへ移行します。 

「SW3」は付属の六角棒スパナ等で押してください。 

（注意：先が鋭利なものでは SW3 を破損する恐れがあります。） 

② 設定モード中にもう一度「SW3」を押すと、計測モードに移行します。 

また、設定モードで 3 分間無操作の場合、計測モードへ自動的に移行します。 

③ 設定モードでは「表６－１．各種設定項目と内容」(P.14)で示した設定内容の変更

を行うことができます。設定モードでのボタン操作方法は、「図７－１．各種設定

モードの表示切替図」(P.16)を参照してください。 

 

 

６．流量計の設定 

 

本流量計は次ページの「表６－１．各種設定項目と内容」に示す１１項目の設定ができま

す。工場出荷時は「工場出荷時設定」がされており、そのままご使用いただけます。ただし、

必要に応じてお客様の使用状況に合わせて、設定を変更して下さい。 

流量計の設定は、設置後の操作が難しい場合、設置前に行うことをお勧めします。 
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表６－１．各種設定項目と内容 

パネル 

表示 
対応設定項目 設定内容範囲 工場出荷時設定内容 

F1 液種選択 「水」、「海水」 「水」 

F2 電流出力切替 瞬時流量、温度 瞬時流量 

F3 
電流出力 

フルスケール流量 
0～9999 [m3/h] 

40A：30 

50A：50 

 80A：100 

100A：200 

F4 接点出力切替 警報出力、電文出力 電文出力 

F5 出力パルス単位 10、100、1000 [L/P] 100 

F6 警報出力接点状態 ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ、ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ 

F7 警報出力下限流量 -9999～9999 [m3/h] 0000 

F8 警報出力上限流量 -9999～9999 [m3/h] 9999 

F9 警報判定値ヒステリシス幅 0～9999 [m3/h] 0000 

F10 移動平均回数 01、02、04、08、16 [回] 4  

F11 テスト機能時間選択 3、60、無制限 [分] 3 

 

●設定項目の詳細 

[F1] 液種選択 

通水する流体の種類として、「水」、「海水」を選択します。 

 

[F2] 電流出力切替 

電流出力の出力信号を「瞬時流量(FLo)」、「温度(tEP)」から選択します。 

 

[F3] 電流出力フルスケール流量（アナログ出力） 

電流出力で瞬時流量を選択した際の、フルスケール流量値（4 桁）を設定します。 

使用される最大流量に応じた値で設定することを推奨します。なお、フルスケール

流量の設定値は、余裕を持った設定数値をお勧めします。 

 

[F4] 接点出力切替 

オープンドレイン出力２の出力信号を「流量上下限警報出力（AL）」と「電文出力

（COdE）」から選択します。 

流量上下限警報出力は、任意の流量値で警報を出力および停止することができま

す。本機能を選択した場合は、[F6]警報出力接点状態、[F7]警報出力下限流量、[F8]

警報出力上限流量、[F9]警報判定値ヒステリシス幅の設定を行ってください。 
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[F5] 出力パルス単位 

出力パルスの単位を「1000」、「100」、「10」から選択します。（単位は L/P） 

オープンドレイン出力１の出力単位パルスに反映します。 

 

[F6] 警報出力接点状態 

流量上下限警報出力の接点状態として、「ノーマルオープン（n.OP）」または「ノー

マルクローズ（n.CL）」のいずれかを選択します。 

 

[F7] 警報出力下限流量 

流量上下限警報出力の下限側の流量値として警報出力下限流量（4 桁）を設定しま

す。 

 

[F8] 警報出力上限流量 

流量上下限警報出力の上限側の流量値として、警報出力上限流量（4 桁）を設定し

ます。 

 

[F9] 警報判定値ヒステリシス幅 

流量上下限警報出力の上限側および下限側で設定した流量値に対して、その警報出

力を停止するための流量幅として、警報判定値ヒステリシス幅（4 桁）を設定しま

す。 

 例えば、上限側の流量値を 1000[m3/h]、下限側の流量値を 200[m3/h]に設定し、

警報出力接点状態をノーマルクローズ、警報判定値ヒステリシス幅を 10[m3/h]に設

定した場合、上限側では、1000[m3/h]以上で警報を出力し、990[m3/h]未満になった

ところで警報出力が停止します。下限側も同様に、200[m3/h]以下で警報を出力し、

210[m3/h]より大きくなったところで警報出力が停止します。 

 

[F10] 移動平均回数 

瞬時流量の表示・出力時の移動平均回数として、「移動平均なし(01)」、「2 回(02)」、

「4 回(04)」、「8 回(08)」、「16 回(16)」を選択します。工場出荷時は「４回(04)」に

設定されており、直近の４回計測値を採用しています。通常のご使用において、移

動平均回数の変更は特に必要ありませんが、より平均化を希望する場合は設定を変

更することができます。 

 

[F11] テスト機能時間選択 

テスト機能の有効時間として、「3 分(3)」、「60 分(60)」、「無制限(--)」を選択します。

工場出荷時は「３分(3)」に設定されており、必要に応じて設定を変更することがで

きます。 
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７．設定変更手順（SW1、SW2、SW3 については「５．表示部の操作要領」(P.12)参照） 

下記に示した手順で変更したい項目の変更を行って下さい。 

１０L/P１００L/P

パルス出力

SW１

点滅 点滅 点滅 点滅
SW１ SW１ SW１

SW２ SW１

警報出力

上限流量
F8

SW１+SW２

SW１+SW２

SW２ SW１

※SW２で点滅部

インクリメント

警報出力

下限流量
F7

SW２ SW１

SW１+SW２

SW１+SW２

SW１

点滅

※SW２で点滅部

インクリメント

SW１ SW１ SW１点滅点滅 点滅

ノーマルオープン ノーマルクローズ

警報出力

接点状態
F6

SW１+SW２

SW１+SW２

SW２ SW１

SW１

SW１

出力パルス単位

１０００L/P

F5

SW１+SW２

SW１+SW２

SW２ SW１

SW１

SW１ SW１ １０L/P１００L/P

接点出力切換

電文出力

F4

SW１+SW２

SW１+SW２

SW２ SW１

SW１

SW１警報出力

アナログ出力

フルスケール流量
F3

SW１+SW２

SW１+SW２

点滅 点滅 点滅 点滅

※SW２で点滅部

インクリメント

SW１ SW１ SW１

計測モード

電流出力選択

SW１+SW２

SW１+SW２

F2

SW３ or ３分無操作 SW３

SW２ SW１

SW１ 海水水

SW１

SW１

警報判定値

ヒステリシス幅

SW１+SW２

SW１+SW２

点滅 点滅 点滅 点滅

SW１

F9

SW２ SW１

SW１ SW１ SW１

液種選択

SW１+SW２

SW１+SW２

F1

SW１SW２

SW１瞬時流量

SW１

温度

移動平均回数

SW１+SW２

SW１+SW２

８回

F10

４回 １６回 なし（１回） ２回SW１ SW１ SW１ SW１

SW１

F11

SW１+SW２

SW１+SW２

テストモード

時間選択

SW１ SW１

SW１

３分 ６０分 無制限

SW１SW２

Ｓ
Ｗ
１

Ｓ
Ｗ
１
【
Ｓ
タ
イ
プ
】

Ｓ
Ｗ
２

Ｓ
Ｗ
２
【
Ｓ
タ
イ
プ
】

：【Ｓタイプ】の設定項目順を表す。Ｆ２～Ｆ５の設定項目は対象外となる。

 

図７－１．各種設定モードの表示切替図 

点滅部は SW2 で変更 

点滅部は SW2 で変更 

点滅部は SW2 で変更 
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８．出力信号 

 出力を使用する場合 

  オプションの外部接続ケーブルを出力コネクタに接続し、以下のように結線して下さい。 

 

 

 

 

 

                           電流出力結線 参考図 

 

 

図８－１．外部接続ケーブル結線図 外部電源仕様（G） 

 

 

 

 

 

 

     電流出力結線 参考図 

 

図８－２．外部接続ケーブル結線図 内蔵電池仕様（T） 

 

・本体と GND は電気的に共通となっています。 

必要に応じてアイソレートされた電源、表示器をご使用願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）表示器の結線は、表示器の取扱説明書に従ってください。 

〔参考〕最大ケーブル長：100m 

弊社試験条件での動作可能範囲です。設置環境、接続機器、使用電線種などの条

件によっては、動作可能な範囲が変わることがあります。 

ケーブルを長くすると、信号が減衰したり、ノイズが重畳しやすくなることがあ

るので、ご注意願います。 

※1：ノイズ源周辺に流量計を設置する場合には、外部接続ケーブルの網組みシールドを 

接地してください。 

※２：内蔵電池仕様で電流出力をご利用される場合は、電源（24VDC±10％）が別途必要に

なります。但し、表示器が 24V を出力する機器の場合は不要です。 

※３：筐体（金属配管）と電源の GND が導通した場合は、正しく電流が出力されなくなりま

すので、筐体（金属配管）と電源のグランドは絶縁して下さい。筐体と電子回路の

信号グランド（ＳＧ）は導通しているため、筐体と金属配管が導通した場合、正規

の電流ループの他に意図しない電流ループを形成してしまい、正しく電流が出力さ

れない事象が発生する可能性があります。流量計と金属ボルトの絶縁をするため、

芯出しカラーを必ずご使用ください。 

緑（+）

黒（-）

ｹｰﾌﾞﾙ
電流

表示器

赤（+）

緑（-）

ｹｰﾌﾞﾙ    電源

+24V

 

GND

電流

表示器 ※２
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以下に入出力回路図を示します。 

 

 

図８－３．入出力回路図 外部電源仕様（G） 

 

 

 

 

図８－４．入出力回路図 内蔵電池仕様（T） 
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９．運転開始の要領 

 １）管内に異物が残っていると、異物の堆積によって流量計内部の流速分布を変化させる恐

れがありますので完全に除去して下さい。 

 ２）運転を開始する時は、バルブを徐々に開き、パイロットの点滅を確認して下さい。パイ

ロットが点滅していれば、流体が流れていることを示します。 

 

 

１０．警報表示 

１）測定異常 

超音波信号が小さい場合および受信できない場合に「ALARM1」が点灯または点滅（一

時的にエアーや異物の混入時）し、瞬時流量値は｢0.0｣を表示、積算流量値は異常の直前

の値を表示したまま積算を停止し、アナログ出力は 4mA を出力します。 

測定管内部が満水であるか、測定管内部の流体にエアーが混入していないか、超音波

の伝播を妨げる異物が混入していないか、超音波センサーおよび本体内部に異物が付着・

滞留していないか確認してください。これらの異常が見られないにも関わらず、

「ALARM1」が点灯または点滅するときは、お近くの弊社支店・営業所にご相談くださ

い。 

 

２）電池電圧低下異常[内蔵電池仕様] 

電池電圧が低下して計測を停止する前に、「ALARM2」が点灯します。 

「ALARM2」が点灯しても、約１ヶ月間（常温の場合）は計測できますが、お早めの

機器の更新をお勧めします。 

 

３）通信回路異常 

通信線が短絡したとき、「ALARM2」が点滅します。通信線の短絡を解消すれば、短

絡解消から 1 分以内に「ALARM2」が消灯します。通信線が短絡しても通信機能以外は

正常に動作します。 

（注）電池電圧低下警報と通信回路異常警報が同時に発生した場合は、通信回路異常警

報が優先されるため、警報表示は「ALARM2」が点滅状態となります。 

 

４）温度値異常 

温度値の異常を検知したとき、サブ表示部の瞬時流量表示および温度表示が点滅し

ます。 

温度値異常を検知した際には、瞬時流量は「0.0」、温度は異常を示す直前の数値を表

示し、アナログ出力は 4mA を出力します。メイン表示部の積算流量値は、異常の直前

の値を表示したまま積算を停止します。 

使用されている流体が流量計の仕様・設定に応じる液体であることを確認して下さい。

正しい液体の使用時に温度異常が表示されたときは、お近くの弊社支店・営業所にご相

談ください。 
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１１．停電時の処理 [外部電源仕様 (G)] 

１）停電検知 

電源電圧が 18±1.1V 以下になると停電と判断し、計測を停止して液晶表示が消灯し

ます。 

２）停電からの復帰 

電源電圧が 18.8±1.1V 以上になると計測を再開して液晶表示が点灯します。 

積算流量については、電源投入後 5 分ごとに記憶されています。停電から復帰したと

きは、停電直前に記憶した積算流量が復元され、その値から積算を行います。 

停電から復帰したときには、上段の液晶表示は積算流量が表示されます。トリップ積

算でご使用の場合は、トリップ積算値がクリアされますのでご注意ください。 

 

 

１２．分解、点検 

 １）本流量計は、分解できません。 

 ２）流体が流れている時は、正常であればパイロットが点滅しています。パイロットの点滅

がないときは、P.21 に記載のトラブルシューティングをご確認下さい。 

３）点検時は流量計内部にゴミなどの付着の有無を確認し、必要に応じて取り除きます。 

 

 

１３．電池寿命 

電池寿命は 10 年（平均環境温度が 20℃､63％RH の場合）です。設置環境温度により

電池寿命は変動します）。直射日光に晒される場合は、日除けの設置を推奨します。 

電池電圧が低下すると、「ALARM2」が点灯します。 

※「ALARM2」が点灯しましたら、お早めの更新をお勧め致します。 
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１４．困ったときに 

異常が発生したときには、下記のトラブルシューティングをご参照下さい。 

処理を実施しても異常がおさまらない場合や、同じ症状がたびたび発生する場合は、お

近くの当社支店・営業所へお問い合わせ下さい。 

 

トラブルシューティング 

症状 考えられる原因 処理方法 

測定管内に流体がある状態で

ALARM1 が点灯又は点滅 

測定管内が満水でない 
満水になるように配管を変更する。 

満水となる位置に流量計を設置する。 

測定流体にエアーが連続して多量

に混入している 

エアーが混入しないように配管の点検を行う。 

エアーが抜けにくい場所であれば設置場所を変更する。 

測定流体に固形物が混入していた

状態が連続して発生している 

超音波の受信を妨げるため、固形物が混入した流体は測定

できません。 

配管内に異物が付着している ウエス・スポンジなどで異物を洗い流す。 

配管時の締め付けトルクが過大 規定の締め付けトルク以下にする。（P.11 参照） 

流量計近傍に大きな電気的ノイズ

源がある。 

ノイズ源を無くす、またはメーターにシールドをするよう

な処置を行う。 

外部出力ケーブルをご使用の際は、網組みシールドを接地

してください。（P.17 参照） 

水を流すと ALARM1 が点灯

又は点滅し､止めるとALARM

１が消灯する 

流体にエアーが混入している 
エアーが混入しないように配管の点検を行う。 

エアーが抜けにくい場所であれば設置場所を変更する。 

瞬時流量が負の値を示してい

る 

流体の流れ方向と流量計の流れ方

向が反対 

流量計外面の矢印方向と流体の流れ方向が合っているか

確認する。 

流量が一定であるのに瞬時流

量が異常にふらつく 

直管長が不十分 
配管状況に応じて、流量計の上下流に推奨長さの直管部を

設ける。（P.9 参照） 

付近にバルブ・ポンプ等流れを乱

すものがある 

配管状況に応じて、流量計の上下流に推奨長さの直管部を

設ける。（P.9 参照） 

脈動がある 脈動のないところに設置する。 

流量が変化しているのに瞬時

流量が変化しない 
流体にエアーが混入している 

エアーが混入しないように配管の点検を行う。 

エアーが抜けにくい場所であれば設置場所を変更する。 

流れていないのに瞬時流量が

ゼロにならない 

配管内で水が対流している 流量計前後の流れを遮断した状態で瞬時流量を確認する。 

水が止まったときに、配管内が満

水状態にならない 

満水になるように配管を変更する。 

満水となる位置に流量計を設置する。 

テストモードを ON にしている 
サブ表示の単位が点滅していることを確認する。 

（テストモード、P.13 参照） 

瞬時流量が大きすぎる 

流体にエアーが混入している 
エアーが混入しないように配管の点検を行う。 

エアーが抜けにくい場所であれば設置場所を変更する。 

流体にエアーが混入した際に、超

音波の調整を失敗している 

本流量計を乾水状態にする。 

または、電源を切る。（外部電源仕様のみ） 

直管長が不十分 
配管状況に応じて、流量計の上下流に推奨長さの直管部を

設ける。（P.9 参照） 

水又は海水以外の流体 水又は海水以外の流体は正しく計測できません。 

測定管内が満水でない 
満水になるように配管を変更する。 

満水となる位置に流量計を設置する。 

泥砂が堆積している 堆積物を取り除く。 

測定管内に異物が付着している ウエス・スポンジ等で異物を洗い流す。 

流量計を水平方向に配管時、表示

部の上面を横にしている 
表示部の上面の向きを上又は下向きにする。 

瞬時流量が小さすぎる 

流体にエアーが混入している 
エアーが混入しないように配管の点検を行う。 

エアーが抜けにくい場所であれば設置場所を変更する。 

直管長が不十分 
配管状況に応じて、流量計の上下流に推奨長さの直管部を

設ける。（P.9 参照） 

水又は海水以外の流体 水又は海水以外の流体は正しく計測できません。 

流量計を水平方向に配管時、表示

部の上面を横にしている 
表示部の上面の向きを上又は下向きにする。 
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症状 考えられる原因 処理方法 

ALARM2 が点灯している 電池電圧が低下している 
最寄りの営業所へ連絡する。 

（内蔵電池の寿命を示している） 

ALARM2 が点滅している 通信回路異常 
通信線（ケーブル茶線）が短絡していないか、結線、 

断線を確認する。 

サブ表示部が点滅している 

（瞬時流量、温度表示点滅） 
温度値異常 

使用している流体が流量計の仕様・設定に応じる液体であ

ることを確認する。 

温度の表示値と実際の温度が

異なる 

内蔵の温度センサーが外気の影響

を受けている。 
保温材を巻く等の処置を行い、外気の影響を低減させる。 

アナログ出力、又はパルス出

力が出力されない 

TRA-S（瞬時流量タイプ）では出

力しない 

TRA-T（積算タイプ）、又は TRA-G（外部電源タイプ）へ

交換する。 

逆流、または逆流を開始した値ま

で積算されていない 
逆流、又は逆流を開始した値になるまで、正流方向へ流す。 

電源が OFF 

（外部電源仕様のみ） 

電源を入れる。 

（電源が OFF の場合は 0ｍA となる。） 

アナログ出力の出力値と流量

計の表示値が異なる 

流量計の金属部、又は外部出力ケ

ーブルが短絡している 

流量計の金属部、又は外部出力ケーブルの短絡を解消す

る。 

金属ボルトを通して金属配管との導通も考えられるため、

配管時には芯出しカラーを使用してください。(P.10 参照) 

表示がボタンで切替できない 
電源の供給が不足している 

（外部電源仕様のみ） 
電圧 24V を供給する。 

積算流量の最上位桁に「ト」

表示されている 
トリップ積算表示になっている 表示面から見て左側のスイッチを押す。 

 

 

memo 
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保証とアフターサービス 

  １）保証期間 

    ご購入日から１年間は、当社の製造上の問題に起因することが明らかな故障 

については、無償で修理または製品を交換いたします。 

  ２）保証範囲 

    次の場合は保証範囲外です。 

     ・天災等の不可抗力によって生じた故障 

・分解、あるいは改造を加えた場合 

     ・取扱を誤ったために生じた故障 

・仕様範囲外（環境等）で使用した場合 

・その他、当社の責任外と判断される場合 

  ３）保証期間経過後の修理 

    修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご依頼により有償修理いた 

します。 

  ４）サービスを依頼されるとき 

    保証期間の内外にかかわらず、製品名、型式(TRA)、工事番号、製造番号と 

オプションの有無、及び出来るだけ詳しい故障内容を、最寄りの当社支店 

または営業所までお知らせ下さい。 
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